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(57)【要約】
　本発明は、かみそりカートリッジ（１４）上に配置す
るのに好適な寸法の細長いストリップの形態をとった皮
膚係合部材（２２）を目的とする。皮膚係合部材は、第
１の最上の侵食可能な層（２４）と、第１の層の下に配
置された第２の侵食可能な層（２６）と、第２の層の下
に配置された第３の侵食可能な層（２８）とを含む。第
１の層は、第１の色及び第１の厚さ寸法を有する。第２
の層は、前述の色とは異なる第２の色及び第１の厚さ寸
法より小さい第２の厚さ寸法を有する。第３の層は、第
１の色とは異なる第３の色を有する、第３の厚さ寸法を
有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　かみそりカートリッジ上の配置に好適な寸法の細長いストリップの形態をとった皮膚係
合部材であって、
　第１の色の侵食可能な皮膚係合層を含む第１の最上層であって、第１の厚さ寸法を有す
る、第１の最上層と、
　前記第１の層の下に配置され、前記第１の色とは異なる第２の色の侵食可能な皮膚係合
層を含む第２の層であって、前記第１の厚さ寸法より小さい第２の厚さ寸法を有する、第
２の層と、
　前記第２の層の下に配置され、前記第１の色及び前記第２の色とは異なる第３の色の侵
食可能な皮膚係合層を含む第３の層であって、第３の厚さ寸法を有する、第３の層と、を
含む、皮膚係合部材。
【請求項２】
　前記第１の色が緑色である、請求項１に記載の皮膚係合部材。
【請求項３】
　前記第２の色が黄色である、請求項１に記載の皮膚係合部材。
【請求項４】
　前記第３の色が赤色である、請求項１に記載の皮膚係合部材。
【請求項５】
　前記第１の層、第２の層及び第３の層が、それぞれ、固体ポリマー材料を含む、請求項
１に記載の皮膚係合部材。
【請求項６】
　前記第１の層、第２の層及び第３の層が、それぞれ、水溶性ポリマー及び非水溶性ポリ
マーを含む、請求項１に記載の皮膚係合部材。
【請求項７】
　前記第２の層と前記第３の層との間に配置された第４の層を更に含む、請求項１に記載
の皮膚係合部材。
【請求項８】
　前記第４の層が、前記第２の層の色とは異なる色を有する、請求項７に記載の皮膚係合
部材。
【請求項９】
　かみそりカートリッジ上の配置に好適な寸法の細長いストリップの形態をとった皮膚係
合部材であって、
　第１の色の侵食可能な皮膚係合層を含む第１の最上層であって、第１の厚さ寸法を有す
る、第１の最上層と、
　前記第１の層の下に配置され、前記第１の色とは異なる第２の色の侵食可能な皮膚係合
層を含む第２の層であって、前記第１の厚さ寸法より小さい第２の厚さ寸法を有する、第
２の層と、
　前記第２の層の下に配置され、前記第１の色及び前記第２の色とは異なる第３の色の侵
食可能な皮膚係合層を含む第３の層であって、前記第２の厚さ寸法より大きい第３の厚さ
寸法を有する、第３の層と、を含み、
　前記第１の層は、剃毛中に侵食され、前記第２の層を露出させて、前記かみそりカート
リッジが交換予定の時期に近づいているということをユーザーに知らせる色変化を提供し
、
　前記第２の層は、剃毛中に侵食され、前記第３の層を露出させて、前記かみそりカート
リッジが交換されるべきであるということをユーザーに知らせる色変化を提供する、皮膚
係合部材。
【請求項１０】
　前記第１の色が緑色である、請求項９に記載の皮膚係合部材。
【請求項１１】
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　前記第２の色が黄色である、請求項９に記載の皮膚係合部材。
【請求項１２】
　前記第３の色が赤色である、請求項９に記載の皮膚係合部材。
【請求項１３】
　前記第１の層、第２の層及び第３の層が、それぞれ、固体ポリマー材料を含む、請求項
９に記載の皮膚係合部材。
【請求項１４】
　前記第１の層、第２の層及び第３の層が、それぞれ、水溶性ポリマー及び非水溶性ポリ
マーを含む、請求項９に記載の皮膚係合部材。
【請求項１５】
　前記第２の層と前記第３の層との間に配置された第４の層を更に含み、前記第４の層は
前記第２の層の色とは異なる色を有する、請求項９に記載の皮膚係合部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、かみそりカートリッジのための皮膚係合部材又は剃毛補助剤ストリップに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　湿式剃毛タイプの剃毛システムでは、皮膚を横断するかみそりの摩擦抵抗、毛を切断す
るのに必要な力及び既存の皮膚損傷への刺激などの要因が、ある程度の剃毛不快感を作り
出す可能性がある。湿式剃毛システムに伴う不快感及びその他の問題は、皮膚に剃毛補助
剤を塗布することによって軽減することができる。剃毛補助剤は、剃毛の前、剃毛中、又
は剃毛後に塗布してよい。剃毛前及び剃毛後に塗布する剃毛補助剤の使用には多くの問題
が伴う。剃毛前に塗布した剃毛補助剤は、かみそりの反復動作によって、塗布部位から蒸
発するか又は取り除かれる可能性がある。剃毛後に塗布した剃毛補助剤は、剃毛中は皮膚
上に存在しないため、補助剤を塗布するのが遅すぎて、望ましくない作用を防げない場合
がある。剃毛前に塗布した剃毛補助剤及び剃毛後に塗布した剃毛補助剤はいずれも、剃毛
プロセスに更なる工程を加える。
【０００３】
　剃毛補助剤、例えば、潤滑剤、ほおひげ軟化剤、かみそりクレンザー、薬剤、化粧剤、
又はこれらの組み合わせをかみそり内に、例えば、剃毛補助剤をかみそり上の凹部内に堆
積されることによって、剃毛補助剤をかみそりの１つ以上の成形されたポリマー構成要素
内に直接組み込むことによって、剃毛補助剤複合体をかみそりに接着固定させることによ
って及び剃毛補助剤複合体とかみそりとの間の機械的接合を使用することによって、組み
込むための提案がなされてきた。剃毛補助剤ストリップ、剃毛補助剤複合体、又は潤滑ス
トリップとしても知られる不溶性ポリマー／可溶性皮膚係合部材を形成するために、水溶
性剃毛補助剤（例えば、ポリエチレンオキシド）が、非水溶性材料（例えばポリスチレン
ポリマー）と混合されてきた。皮膚係合部材は、かみそり及び剃毛カートリッジ構造体上
に、単一又は複数のブレード剃毛システムの剃毛縁部に隣接して搭載されている。水に曝
露されると、水溶性剃毛補助剤は皮膚係合部材から皮膚上に滲出する。
【０００４】
　かみそりカートリッジに関連する１つの問題は、かみそりカートリッジが、その最適な
剃毛性能の終わりに近づいており、交換されるべき時期ついての指標がないということで
ある。この問題に対する１つの解は、皮膚係合部材又は潤滑ストリップを用いて、カート
リッジがその最適な剃毛性能の終わりに到達しており、交換されるべきであるという指標
又は信号をユーザーに提供することである。そのような解は、２色の着色された潤滑スト
リップの使用を含む。ユーザーが剃毛するとき、潤滑部材はすり減る。典型的に、２色の
システムにおいて、層のうちの１つ、例えば第１の層（これは青色に着色されてもよい）
が最初にすり減り、したがって第２の層（これは第１の層とは異なる色、例えば白色を有
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する）を露出するように配置されている。これは、かみそりカートリッジが交換されるべ
きであるという指標をユーザーに提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　２色の潤滑ストリップ指標に関する１つの問題は、それらが、レーザーカートリッジは
その最適な剃毛性能の終わりにまさに近づいているという事前の警告又は事前の指標をユ
ーザーに提供しないことである。２色の指標ストリップは、最適な剃毛性能と準最適な剃
毛性能のみを区別する。新しい交換カートリッジを取得する及び／又は配置するための十
分な時間をユーザーに与えながら、かみそりカートリッジが間もなく、その最適な剃毛性
能の終わりに近づくという中間指標をユーザーに提供する必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、かみそりカートリッジ上の配置に好適な寸法の細長いストリップの形態をと
った皮膚係合部材を目的とする。皮膚係合部材は、第１の色の侵食可能な皮膚係合層を含
む第１の最上層を含む。第１の層は、第１の厚さ寸法を有する。皮膚係合部材は、第１の
層の下に配置され、第１の色とは異なる第２の色の侵食可能な皮膚係合層を含む第２の層
を含む。第２の層は、第１の厚さ寸法より小さい、第２の厚さ寸法を有する。皮膚係合部
材は、第２の層の下に配置され、第１の色及び第２の色とは異なる第３の色の侵食可能な
皮膚係合層を含む第３の層を含む。第３の層は、第３の厚さ寸法を有する。
【０００７】
　第１の色は好ましくは緑色である。第２の色は、好ましくは黄色である。第３の色は好
ましくは赤色である。
【０００８】
　好ましくは、第１の層、第２の層及び第３の層は、それぞれ、固体ポリマー材料を含む
。好ましくは、第１の層、第２の層及び第３の層は、それぞれ、水溶性ポリマー及び非水
溶性ポリマーを含む。
【０００９】
　皮膚係合部材は、第２の層と第３の層との間に配置された第４の層を更に含んでもよい
。第４の層は好ましくは、第２の層の色とは異なる色を有する。第４の層は好ましくは白
色である。
【００１０】
　剃毛中、第１の層は侵食され、第２の層を露出させて、かみそりカートリッジが交換予
定の時期に近づいているということをユーザーに知らせる色変化を提供する。剃毛中、第
２の層が侵食され、第３の層を露出させて、かみそりカートリッジが交換されるべきであ
るということをユーザーに知らせる色変化を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本明細書は、本発明を構成するとみなされる対象を具体的に指摘し明確に請求する請求
項をもって結論とするが、本発明は添付の図面と共に考慮される次の説明からより良く理
解されるものと考えられる。
【図１】本発明の皮膚係合部材を含むかみそりカートリッジの斜視図。
【図２】図１の線２－２に沿った断面図。
【図３】図１に示されるかみそりカートリッジ内に含まれる皮膚係合部材の斜視図。
【図４】図３の皮膚係合部材の側面図。
【図５】図２のものと同一であるかみそりカートリッジの断面図であるが、本発明の皮膚
係合部材の第２の実施形態を示している。
【図６】図５に示されるかみそりカートリッジ内に含まれる皮膚係合部材の斜視図。
【図７】図６の皮膚係合部材の側面図。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　図１及び図２を参照して、かみそりカートリッジ１４はハウジング１６を含み、これは
３つのブレード１８、フィン付きエラストマーガード２０及びカートリッジ１４の皮膚係
合部分（この場合ではキャップ）上に配置された皮膚係合部材又は剃毛補助剤ストリップ
２２を含む。かみそりカートリッジが、３つのブレード１８と共に示されているが、カー
トリッジは、２つ、３つ、４つ、５つ、６つ等のブレードを含んでもよい。皮膚係合部材
２２は、かみそりカートリッジ上の配置に好適な寸法の細長いストリップの形態である。
皮膚係合部材２２は、長さ約２．５ｃｍ～約３．７ｃｍ、幅約０．１５ｃｍ～約０．３５
ｃｍであってもよい。皮膚係合部材２２は、カートリッジ１４の後方おける開口部におい
て固定される。皮膚係合部材は、例えば、超音波溶接又は接着などの他の既知の方法によ
って、カートリッジ１４に固定されてもよい。この特定のかみそりカートリッジの後方部
分において示されているが、皮膚係合部材は、カートリッジのいずれかの皮膚係合部分に
おいて配置されてもよく、適切と見なされる任意の寸法又は形状に製造されてもよい。例
えば、皮膚係合部材は、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売される、例えば
Ｆｕｓｉｏｎ（登録商標）、Ｖｅｎｕｓ（登録商標）、Ｍａｃｈ　３（登録商標）、Ｓｅ
ｎｓｏｒ　Ｅｘｃｅｌ（登録商標）、Ａｔｒａ　Ｐｌｕｓ（登録商標）及びＣｕｓｔｏｍ
　Ｐｌｕｓ（登録商標）かみそり、並びに他の市販のかみそりカートリッジ内に組み込ま
れ得る。
【００１３】
　図３及び図４を参照して、皮膚係合部材２２は、第１の露出された、最上の長手方向に
延在する侵食可能な皮膚係合層又は部分２４と、第１の層２４の下に配置され、第２の長
手方向に延在する侵食可能な皮膚係合層又は部分２６と、第２の層２６の下に配置され、
第３の長手方向に延在する侵食可能な皮膚係合層又は部分２８とを含む。第２の層２６は
好ましくは、第１の層２４の下で延在し、第１の層２４のための支持を提供する。第３の
層２８は好ましくは、第２の層２６の下で延在し、第２の層２６のための支持を提供する
。それぞれの層の間の境界線は、示されるように、平面に近い場合がある。しかしながら
、それぞれの層の間の境界線は、他の形状、例えば曲線状、凸部若しくは凹部のいずれか
の弓状に近くてもよい。第３の層２８は、カートリッジの噛合受容部分内に皮膚係合部材
を固定するよう働く、接続部分３０も含む。
【００１４】
　皮膚係合部材又は剃毛補助剤ストリップ２２のそれぞれの層又は部分は、好ましくは固
体ポリマー材料を含む。皮膚係合部材２２のそれぞれの層は、好ましくは主要剃毛補助剤
及び非水溶性ポリマーなどの潤滑性水溶性ポリマーを含み、内部で水溶性ポリマーが分散
されているマトリックとして働く。より大きな量の水溶性ポリマーを有する層は、より小
さな量の水溶性ポリマーを備える層より速い速度で又はより速く摩耗し、他の全てのこと
は等しい。好ましくは、第２の層は、重量パーセントにおいて第１の層より大きな量で潤
滑性水溶性ポリマーを含む。この構造は、第２の層が、剃毛中に第１の層より速い速度で
摩耗するのを可能にする。カートリッジ内の定位置に皮膚係合部材を保持するように機能
し、第１の層及び第２の層のための支持を提供する第３の層は、好ましくは、重量パーセ
ントにおいて（byweight）、第２の層より小さい量で水溶性ポリマーを含む。
【００１５】
　好ましくは、第１の層又は部分２４は、約１０重量％～約４０重量％で、より好ましく
は約２０重量％～約３５重量％で非水溶性ポリマー及び約５０重量％～約８０重量％で、
より好ましくは約５５重量％～約７５重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。第２の層又
は部分２６は、好ましくは、約０重量％～約３０重量％で、より好ましくは約１０重量％
～約２５重量％で非水溶性ポリマー及び約６５重量％～約９５重量％で、より好ましくは
約７０重量％～約９０重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。好ましくは、第３の層又は
部分２８は、約２０重量％～約６０重量％で、より好ましくは約２５重量％～約４０重量
％で非水溶性ポリマー及び約５０重量％～約８５重量％で、より好ましくは約５５重量％
～約７５重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。



(6) JP 2012-508084 A 2012.4.5

10

20

30

40

50

【００１６】
　典型的な潤滑性水溶性ポリマーには、ポリエチレンオキシド、ポリビニルピロリドン、
ポリアクリルアミド、変性ヒドロキシアルキルセルロース、ポリビニルイミダゾリン、ポ
リビニルアルコール、ポリスルフォン及びポリヒドロキシエチルメタクリレートが挙げら
れる。好ましい潤滑性水溶性ポリマーはポリエチレンオキシドである。より好ましいポリ
エチレンオキシドは、ＰＯＬＹＯＸ（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎから入手可能）又はＡＬＫＯＸ（Ｍｅｉｓｅｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｗｏｒｋｓ（Ｋ
ｙｏｔｏ，Ｊａｐａｎ）から入手可能）として一般に知られている。これらのポリエチレ
ンオキシドは好ましくは、約１０万～８００万ダルトン、最も好ましくは約３０万～５０
０万ダルトンの分子量を有する。ポリエチレンオキシドのブレンド、典型的には１０万～
５０万の範囲の分子量を有する少なくとも１つのポリエチレンオキシドと、３００万～８
００万の範囲の分子量を有する少なくとも１つのポリエチレンオキシドとのブレンドを使
用することが好ましい。最も好ましいポリエチレンオキシドは、約５００万の平均分子量
を有する、約４０重量％～８０重量％のポリエチレンオキシド（例えば、ＰＯＬＹＯＸ　
ＣＯＡＧＵＬＡＮＴ）と、約３０万の平均分子量を有する、約６０％～２０％のポリエチ
レンオキシド（例えば、ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ－Ｎ－７５０）とのブレンドを含む。これ
らの２つのポリエチレンオキシドの６０：４０のブレンド（５００万：３０万）が特に好
ましい。
【００１７】
　使用され得る好適な非水溶性ポリマーには、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチ
レン、ブタジエン－スチレンコポリマー（例えば中及び高耐衝撃性ポリスチレン）、ポリ
アセタール、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリマー、エチレンビニルアセ
テートコポリマー、ポリウレタン及びこれらのブレンド、例えばポリプロピレン／ポリス
チレンのブレンド、又はポリスチレン／耐衝撃性ポリスチレンのブレンドが挙げられる。
より好ましい非水溶性ポリマーは、ポリスチレン、好ましくは、ＮＯＶＡ　Ｃ２３４５Ａ
のような汎用ポリスチレン、又はＮＯＶＡ　５４１０若しくはＴｏｔａｌ　９７５Ｅのよ
うな耐衝撃性ポリスチレン（すなわち、ポリスチレン－ブタジエン）である。ストリップ
又はいずれかの部分は、生産中及び使用中の双方において、適正な機械的強度をもたらす
ために、十分な量の非水溶性ポリマーを含有する必要がある。
【００１８】
　剃毛補助剤ストリップ２２の第２の層又は部分２６は、それが第１の層又は部分２４よ
り速く摩耗するのを可能にし及び／又は比較的高い濃度の水溶性ポリマーの含有を促進す
る材料も含んでもよい。１つのそのような材料は、２０００年２月１８日に出願された同
時係属の米国出願第０９／５０６，６２８号（整理番号８０７０）に記載されているよう
なポリカプロラクトンである。好ましくは、ポリカプロラクトンは、約１重量％～約１０
重量％の量で含まれる。ポリカプロラクトンは、ＣＡＰＡ（登録商標）ポリマー（例えば
、６１００、６５０５、６５０６Ｓ及び６８００）という名でＰＥＲＳＴＯＰ／ＳＯＬＶ
ＡＹから入手可能である。好ましくは、ポリカプロラクトンは、約１０００～約８０，０
００ダルトン、より好ましくは約３０，０００～６０，０００ダルトン、最も好ましくは
約５０，０００ダルトンの分子量を有する。
【００１９】
　剃毛補助剤ストリップ又はいずれかの部分は、他の従来の剃毛補助剤成分、例えば低分
子量の水溶性放出促進剤、例えばポリエチレングリコール（ＭＷ＜１０，０００、例えば
１～１０重量％のＰＥＧ－１００）、水溶性放出促進剤、例えば架橋ポリアクリル樹脂（
例えば、２～７重量％）、酸化防止剤、防腐剤、植物油、ビタミンＥ、アロエ、冷却剤、
精油、あごひげ軟化剤、収れん剤、薬剤、鉱油等も含有してもよい。
【００２０】
　第１の層２４は第１の色を含む。第１の色は好ましくは緑色である。第１の層２４は好
ましくは、フタロシアニン顔料グリーン７などの染料又は顔料で緑色に着色される。第２
の層２６は、第１の色とは異なる第２の色を含む。第２の色は、好ましくは黄色である。
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第２の層２６は、好ましくはベンゾイミダゾロン顔料イエロー１８０などの黄色の顔料で
黄色に着色される。第３の層２８は、第１の色及び第２の色とは異なる第３の色を含む。
第３の色は好ましくは赤色である。第３の層２８は、好ましくはＤＰＰ顔料レッド２５４
などの赤色の染料又は顔料で赤色に着色される。
【００２１】
　第１の層、第２の層及び第３の層が異なって着色された材料（例えば、緑色に着色され
た第１の層、黄色に着色された第２の層及び赤色に着色された第３の層）から作製された
とき、摩耗指標効果が生じる。使用に際して、皮膚係合表面における第１の層２４は、典
型的に使用を通じて摩耗する（又は侵食される）。十分な使用により、第２の層２６は露
出され、したがって、第１の色から第２の色への色の変化を介して、かみそりカートリッ
ジ及び／又は皮膚係合表面は、それらの最適な有効寿命の終わりに近く、交換予定の時期
に近づいているという指標をユーザーに提供する。この指標は、新しい交換カートリッジ
を取得する及び／又は配置するための十分な時間をユーザーに提供する。更なる使用によ
り、第２の層２６は使用を通じて摩耗する（又は侵食される）。十分な使用により、第３
の層２８は露出され、したがって、第２の色から第３の色への色の変化を介して、かみそ
りカートリッジ及び／又は皮膚係合表面が、それらの最適な有効寿命若しくは最適性能の
終わりに達し、かつ交換されるべきであるという指標をユーザーに提供する。
【００２２】
　着色剤は、滲出又は摩耗によって放出される場合がある。１つの層は、例えば、約０．
１重量％～約５．０重量％（好ましくは約０．５重量％～３重量％）の着色剤を含有して
もよい。
【００２３】
　第１の層２４は、第１の厚さ寸法２５を有する。好ましくは、第１の厚さ寸法２５は、
約０．２～約０．６ｍｍである。第２の層２６は、第２の厚さ寸法２７を有する。好まし
くは、第２の厚さ寸法２７は、第１の厚さ寸法２５未満である。好ましくは、第２の厚さ
寸法２７は、約０．１５～約０．５ｍｍである。第３の層２８は、第３の厚さ寸法２９を
有する。好ましくは、第３の厚さ寸法２９は、第２の厚さ寸法２７より大きい。好ましく
は、第３の厚さ寸法２９は、約１．０～約３．０ｍｍである。
【００２４】
　第１の層２４が第２の層２６より厚いとき、それは第２の層２６より遅い速度で摩耗す
る傾向にある。この、よりゆっくりとした摩耗速度は、より長い期間にわたって潤滑を提
供する。同時に、第２の層２６は第１の層２４より速く又はより速い速度で摩耗し、した
がって、カートリッジの最適な剃毛性能の終わりが速く近づいているという指標をユーザ
ーに提供する。この効果は、信号機が比較的、より長い期間緑色に点灯し、緑色の信号の
それと比較して、比較的短い期間、黄色に点灯する信号機のそれと似ている。
【００２５】
　同様に、第１の層２４が第２の層２６より小さな量で水溶性ポリマーを有するとき、そ
れは第２の層２６より遅い速度ですり減る傾向にある。この、よりゆっくりとした摩耗速
度は、より長い期間にわたって潤滑を提供する。同時に、第２の層２６は、より大きな量
で水溶性ポリマーを有するので、第１の層２４より速く又は第１の層２４より速い速度で
摩耗し、したがって、カートリッジの最適な剃毛性能の終わりが速く近づいているという
指標をユーザーに提供する。この効果は、信号機が比較的、より長い期間緑色に点灯し、
緑色の信号のそれと比較して、比較的短い期間、黄色に点灯する信号機のそれと似ている
。
【００２６】
　本発明の皮膚係合部材は、射出成形及び押出成形を含む任意の適切な方法によって作製
されてもよく、後者が好ましい。ストリップの構成成分の全ては、成形又は押出成形の前
にブレンドされる。最良の結果として、構成成分は乾燥してることが好ましい。
【００２７】
　皮膚係合部材は、３つの入力移行ダイアセンブリ（three input transition die assem
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bly）介して３つの押出成形機を組み合わせることによって成形され得る。第１の層は、
圧力約１７．２～５５．２ＭＰａ（２５００～８０００ｐｓｉ）、ローター速度約１２～
２５ｒｐｍ及び温度１１８℃～１９３℃（２４５°Ｆ～３８０°Ｆ）で、直径１．９０ｃ
ｍ（３／４インチ）のＢｒａｂｅｎｄｅｒ　ＰＬ２２００　Ｐｌａｓｔｉ－ｃｏｒｄｅｒ
を通じて供給されてもよい。押出成形機は直径１．３～２．５４ｃｍ（１／２～１インチ
）であってもよい。第２の層は、圧力約４１．４～５５．２ＭＰａ（６０００～８０００
ｐｓｉ）、ローター速度約９～２０ｒｐｍ及び温度８８℃～１９９℃（１９０°Ｆ～３９
０°Ｆ）で、直径２．５４ｃｍ（１インチ）のＤａｖｉｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄを通じて供
給されてもよい。押出成形機は直径１．３～２．５４ｃｍ（１／２～１インチ）であって
もよい。押出成形機は直径１．３～２．５４ｃｍ（１／２～１インチ）であってもよい。
第３の層は、圧力約１７．２～２４．１ＭＰａ（２５００～３５００ｐｓｉ）、ローター
速度約１０～２０ｒｐｍ及び温度約１４３℃～１９６℃（２９０°Ｆ～３８５°Ｆ）で、
直径３．８１ｃｍ（１．５インチ）のＤａｖｉｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄを通じて供給されて
もよい。押出成形機は直径１．９０～３．８１ｃｍ（３／４～１．５インチ）であっても
よい。ダイアセンブリは、約１７７℃～２１６℃（３５０°Ｆ～４２０°Ｆ）であっても
よい。３つの全ての押出成形機のための供給口区域は、約１７℃（６２°Ｆ）に冷却され
得る。出力速度は、毎分約９．１～２１．３メートル（毎分３０～７０フィート）であっ
てもよい。
【００２８】
　ここで図５を参照して、かみそりカートリッジ１１４はハウジング１１６を含み、これ
は３つのブレード１１８、フィン付きエラストマーガード１２０及びカートリッジ１１４
の皮膚係合部分（この場合ではキャップ）上に配置された皮膚係合部材又は剃毛補助剤ス
トリップ１２２を含む。かみそりカートリッジが、３つのブレードと共に示されているが
、カートリッジは、２つ、３つ、４つ、５つ、６つ等のブレードを含んでもよい。皮膚係
合部材１２２は、かみそりカートリッジ上に配置するのに好適な寸法の細長いストリップ
の形態である。皮膚係合部材１２２は、長さ約２．５ｃｍ～約３．７ｃｍ、幅約０．１５
ｃｍ～約０．３５ｃｍであってもよい。皮膚係合部材１２２は、カートリッジ１１４の後
方における開口部において固定される。皮膚係合部材は、例えば、超音波溶接又は接着な
どの他の既知の方法によって、カートリッジ１１４に固定されてもよい。この特定のかみ
そりカートリッジの後方部分において示されているが、皮膚係合部材は、カートリッジの
いずれかの皮膚係合部分において配置されてもよく、適切と見なされる任意の寸法又は形
状に製造されてもよい。例えば、皮膚係合部材は、Ｇｉｌｌｅｔｔｅ　Ｃｏｍｐａｎｙに
よって販売される、例えばＦｕｓｉｏｎ（登録商標）、Ｖｅｎｕｓ（登録商標）、Ｍａｃ
ｈ　３（登録商標）、Ｓｅｎｓｏｒ　Ｅｘｃｅｌ（登録商標）、Ａｔｒａ　Ｐｌｕｓ（登
録商標）及びＣｕｓｔｏｍ　Ｐｌｕｓ（登録商標）かみそり、並びに他の市販のかみそり
カートリッジ内に組み込まれ得る。
【００２９】
　図６及び図７を参照して、皮膚係合部材１２２は、第１の露出された、最上の長手方向
に延在する侵食可能な皮膚係合層又は部分１２４と、第１の層１２４の下に配置され、第
２の長手方向に延在する侵食可能な皮膚係合層又は部分１２６と、第２の層１２６の下に
配置され、第３の長手方向に延在する侵食可能な皮膚係合層又は部分１２８と、第２の層
１２６及び第３の層１２８との間に配置された第４の侵食可能な皮膚係合層又は部分１４
０とを含む。第２の層１２６は、好ましくは、第１の層１２４の下で延在し、第１の層１
２４のための支持を提供する。第４の層１４０は、好ましくは、第２の層１２６の下で延
在し、第２の層１２６のための支持を提供する。第３の層１２８は、好ましくは、第４の
層１４０の下で延在し、第４の層１４０のための支持を提供する。それぞれの層の間の境
界線は、示されるように、平面に近い場合がある。しかしながら、それぞれの層の間の境
界線は、他の形状、例えば曲線状、凸部若しくは凹部のいずれかの弓状に近くてもよい。
第３の層１２８は、カートリッジの噛合受容部分内に皮膚係合部材を固定するよう働く、
接続部分１３０も含む。
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【００３０】
　皮膚係合部材又は剃毛補助剤ストリップ１２２のそれぞれの層又は部分は、好ましくは
固体ポリマー材料を含む。皮膚係合部材１２２のそれぞれの層は、好ましくは主要剃毛補
助剤としての潤滑性水溶性ポリマー及び非水溶性ポリマーなどのを含み、内部で水溶性ポ
リマーが分散されているマトリックスとして働く。より大きな量の水溶性ポリマーを有す
る層は、より小さな量の水溶性ポリマーを備える層より速い速度で又はより速く摩耗し、
他の全てのことは等しい。好ましくは、第２の層は、重量パーセントにおいて第１の層よ
り大きな量で潤滑性水溶性ポリマーを含む。この構造は、第２の層が、剃毛中に第１の層
より速い速度で摩耗するのを可能にする。カートリッジ内の定位置に皮膚係合部材を保持
するように機能し、第１の層及び第２の層のための支持を提供する第３の層は、好ましく
は、重量パーセントにおいて（by weight）、第２の層より小さい量で水溶性ポリマーを
含む。
【００３１】
　好ましくは、第１の層又は部分１２４は、約１０重量％～約４０重量％で、より好まし
くは約２０重量％～約３５重量％で非水溶性ポリマー及び約５０重量％～約８０重量％で
、より好ましくは約５５重量％～約７５重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。第２の層
又は部分１２６は、好ましくは、約０重量％～約３０重量％で、より好ましくは約１０重
量％～約２５重量％で非水溶性ポリマー及び約６５重量％～約９５重量％で、より好まし
くは約７０重量％～約９０重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。第２の層又は部分１４
０は、好ましくは、約０重量％～約３０重量％で、より好ましくは約１０重量％～約２５
重量％で非水溶性ポリマー及び約６５重量％～約９５重量％で、より好ましくは約７０重
量％～約９０重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。好ましくは、第３の層又は部分１２
８は、約２０重量％～約６０重量％で、より好ましくは約２５重量％～約４０重量％で非
水溶性ポリマー及び約５０重量％～約８５重量％で、より好ましくは約５５重量％～約７
５重量％で潤滑性水溶性ポリマーを含む。
【００３２】
　水溶性ポリマー及び非水溶性ポリマーは、図１～４に示される実施形態に関して記載さ
れたこれらのものと同一であることが好ましい。
【００３３】
　第２の層１２６及び第４の層１４０は、それらを第１の層又は部分１２４より速く摩耗
するのを可能にし及び／又は比較的高い濃度の水溶性ポリマーの含有を促進する材料も含
んでもよい。好適な材料は、図１～４に示される実施形態に関して記載されたこれらのも
のと同一である。
【００３４】
　剃毛補助剤ストリップ１２２又はいずれかの部分はまた、図１～４に示される実施形態
に関して上記のこれらのものように、他の従来の剃毛補助剤を含有してもよい。
【００３５】
　第１の層１２４は第１の色を含む。第１の色は好ましくは緑色である。第１の層１２４
は、好ましくはフタロシアニン顔料グリーン７などの染料又は顔料で緑色に着色される。
第２の層１２６は、第１の色とは異なる第２の色を含む。第２の色は、好ましくは黄色で
ある。第２の層１２６は、好ましくはベンゾイミダゾロン顔料イエロー１８０などの黄色
の染料、又は顔料で黄色に着色される。第３の層１２８は、第１の色及び第２の色とは異
なる第３の色を含む。第３の色は好ましくは赤色である。第３の層１２８は、好ましくは
ＤＰＰ顔料レッド２５４などの赤色の染料又は顔料で赤色に着色される。第４の層１４０
は、第２の色とは異なる第４の色を含む。より好ましくは、第４の色は、第１の色、第２
の色及び第３の色とは異なる。第４の色は好ましくは白色である。第４の層１４０は、好
ましくは、二酸化チタンなどの白色の染料又は顔料で白色に着色される。
【００３６】
　第１の層、第２の層、第３の層及び第４の層が異なって着色された材料（例えば、緑色
に着色された第１の層、黄色に着色された第２の層、赤色に着色された第３の層及び白色
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に着色された第４の層）から作製されたとき、摩耗指標効果が生じる。使用に際して、皮
膚係合表面における第１の層１２４は、典型的に使用を通じて摩耗する（又は侵食される
）。十分な使用により、第２の層１２６は露出され、したがって、第１の色から第２の色
への色の変化を介して、かみそりカートリッジ及び／又は皮膚係合表面が、それらの最適
な有効寿命の終わりに近く、交換予定の時期に近づいているという指標をユーザーに提供
する。この指標は、新しい交換カートリッジを取得する及び／又は配置するための十分な
時間をユーザーに提供する。好ましい実施形態において白色である第４の層は、黄色の第
２の層によって、赤色の第３の層のより大きなコントラストを提供するのに役立つ。黄色
の第２の層と赤色の第２の層との間に第４の層の層を追加することは、黄色の第２の層が
目立ち、赤色の第３の層によって消えないよう又は圧倒されないようにするのに役立つ。
更なる使用により、第２の層１２６は、使用を通じて摩耗する（又は侵食される）。更な
る使用により、第４の層１４０は使用を通じて摩耗する（又は侵食される）。十分な使用
により、第３の層１２８は露出され、したがって、第２の色及び第４の色から第３の色へ
の色の変化を介して、かみそりカートリッジ及び／又は皮膚係合表面が、それらの最適な
有効寿命若しくは最適性能の終わりに達し、かつ交換されるべきであるという指標をユー
ザーに提供する。
【００３７】
　着色剤は、滲出又は摩耗によって放出される場合がある。１つの層は、例えば、約０．
１重量％～約５．０重量％（好ましくは約０．５重量％～３重量％）の着色剤を含有して
もよい。
【００３８】
　第１の層１２４は、第１の厚さ寸法１２５を有する。好ましくは、第１の厚さ寸法１２
５は、約０．２～約０．６ｍｍである。第２の層１２６は、第２の厚さ寸法１２７を有す
る。好ましくは、第２の厚さ寸法１２７は、第１の厚さ寸法１２５未満である。好ましく
は、第２の厚さ寸法１２７は、約０．１５ｍｍ～約０．５ｍｍである。第４の層１４０は
、第４の厚さ寸法１４１を有する。好ましくは、第４の厚さ寸法１４１は、約０．１ｍｍ
～約０．３ｍｍである。第３の層１２８は、第３の厚さ寸法１２９を有する。好ましくは
、第３の厚さ寸法１２９は、第２の厚さ寸法１２７より大きい。好ましくは、第３の厚さ
寸法１２９は、約１．０～約３．０ｍｍである。
【００３９】
　第１の層１２４が第２の層１２６より厚いとき、それは第２の層１２６より遅い速度で
すり減る傾向にある。この、よりゆっくりとした摩耗速度は、より長い期間にわたって潤
滑を提供する。同時に、第２の層１２６は第１の層１２４より速く又はより速い速度で摩
耗し、したがって、カートリッジの最適な剃毛性能の終わりが速く近づいているという指
標をユーザーに提供する。この効果は、信号機が比較的、より長い期間緑色に点灯し、緑
色の信号のそれと比較して、比較的短い期間、黄色に点灯する信号機のそれと似ている。
同様に、第４の層１４０は、第１の層１２４より速く又はより速い速度で摩耗し、かつ好
ましくは、第２の層１２６より速く又はより速い速度で摩耗する。
【００４０】
　同様に、第１の層１２４が第２の層１２６より小さな量で水溶性ポリマーを有するとき
、それは第２の層１２６より遅い速度ですり減る傾向にある。この、よりゆっくりとした
摩耗速度は、より長い期間にわたって潤滑を提供する。同時に、第２の層１２６は、それ
が第１の層１２４より大きな量で水溶性ポリマーを有するので、第１の層１２４より速く
又はより速い速度で摩耗し、したがって、カートリッジの最適な剃毛性能の終わりが速く
近づいているという指標をユーザーに提供する。この効果は、信号機が比較的、より長い
期間緑色に点灯し、緑色の信号のそれと比較して、比較的短い期間、黄色に点灯する信号
機のそれと似ている。
【００４１】
　皮膚係合部材１２２は、皮膚係合部材２２に関して記載された同じ方法を含む、任意の
好適な方法によって作製されてもよい。
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【００４２】
　本明細書に開示される寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳しく制限されるものと
して理解されるべきでない。それよりむしろ、特に指定されない限り、各こうした寸法は
、列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味することを意図する。例
えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
【００４３】
　「発明を実施するための形態」で引用した全ての文献は、関連部分において本明細書に
参考として組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に関して先行技術であ
ることを容認するものとして解釈されるべきではない。本書における用語の任意の意味又
は定義が、参照として組み込まれた文献における同一の用語の任意の意味又は定義と相反
する限りにおいて、本書においてその用語に与えられた意味又は定義が適用されるものと
する。
【００４４】
　本発明の特定の実施形態について説明し記載したが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正が可能であることが当業者には自明である。したがっ
て、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を、添付の「特許請求の範囲」
で扱うものとする。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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